
イネクビポソハムンの薬剤抵抗性発現とその防除対策

(農試 環 境部)

1 背 景とねらい

イネタヒ
'ホ′
ツハムシ(イネドロオイムン)は ,近 年少発生が続いているが,特 定の地域で局地的な多発

がみられており,一 部では殺虫剤の種類により防除効果の減退が指摘されていた。そのた

め,平 成元年から薬剤抵抗性の発現実態及び抵抗性害虫に対する防除対策について試験を

実施し,カ ーバメート系殺虫剤に対する抵抗性発現と,そ の防除対策について有用な知見

が得られた。末だ中間成績であるが,現 地では緊急に対応する必要があるので,指 導上の

参考に供する。

2 技 術の内容

(1)イネタビホ
′
ツハムンの薬剤抵抗性の実態

ヌ 抵 抗性発現地域 :現在まで抵抗性が確認されたのは,雫 石町のほぼ全域と,胆 沢町

小山を中心とした胆江地方の2地域で,そ の他の調査地点では抵抗性の発現は認めら

れていない (図-1)

イ 抵 抗性発現地域内の特徴

①雫石町では広域に抵抗性発現が認められるが,胆 江地方では胆沢町小山地区で局地

的に抵抗性発現が認められ,そ の周辺部では感受性の高い地点や,弱 い抵抗性を示す

地点が混在している (表-2)

②抵抗性の程度は,雫石町御明神 ・胆沢町小山とも,PHC(サンサイト
')のLC50(半数致死濃

度)値 が 5,000pp口以上であった.こ れは感受性個体 (滝沢村農試圃場)の 値と比較し

て500倍以上,常 用濃度の20倍以上である。また,PHC以外のカーハ
'メート系殺虫剤に対して

も同時に抵抗性が発達している。

(2)案剤抵抗性発現地域での防除対策

ア カーハ
'メ
キ系殺虫剤,お よび他殺虫剤と力…ハ

'メート系殺虫剤との混含剤 (表-1)は 使用せ

ず,防 除基準に示したこれら以外の薬剤を選択する.

表 -1カ 上パメート系級虫剤,及 び混合剤

薬 剤の種 類 名藁農

カー,ドメート

系碧 位割

サンサイド粒剤 ・紛剤 ・字と剤,A'ッサ紛剤 ・微粒剤 F,デ ナホ
・
ン粉剤 ,本和剤,

アト
'ハ'ン
テーシ
'粒
剤.力
'ど
ット粒剤、オンコル粒剤

〃 混合剤 ハ
・
夕
′
ンハ
'ッ
サ粒剤,レルタ

'ン
サンサイド粒剤,ド イン

'ッ
トルサイド粒剤,オフナックM粉剤,

オカッタハ
'ッ
サ紛剤.スミA' ,ッサ紛剤

3 指 導上の留意事項

(1)図-1に示した地域以外でも,適 期防除を実施したにもかかわらず,防 除効果が上がら

ない場合は抵抗性発現の疑いがあるので薬剤抵抗性発現姓域と同様の防除対策を講じる.

(2)抵抗性発現地域でカーハ
'メ
キ系殺虫剤を使用することは,効 果が不十分なばかりでなく,
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今以上に抵抗性レベルを高める危険性がある。混合剤の使用についても同様である・

(3)抵抗性発現予防のため,同 一薬剤の長年の運用はさける.

(4)県下全域の抵抗性発現状況,及 び効率的防除対策等について,今 後試験を実施する予

定.

4 参 考文献,資 料 :省略

5 試 験成績の概要

表 … 2  触 種殺 虫沖1 に対 す るイネタヒ
' ホ' ツ
ハムシの感

受性検定結果 ( 平成 2 年,  岩手農試 )

_韮 盟 回 廷 工 』 L生 主
N o . 地 点名   P  I I  C   P M P  カ ルタッフ

・

5。

6.

1 .胆沢町小山①
2.〃    ②
3.〃    ③
4.〃    ④

南 津 田

若打‖

7 ,金 ケ崎 町  ①

8 .〃    ②

3 ,水沢 市  真 城

1 0 .〃   姉 帯

1 1 .前沢 町  古 城

1 2 .衣川 村

4 7 . 1 %

5 1 . 8

4 1 . 4

9 0 , 6

6 5 . 6

1 0 0 . 0

3 8 , 9

9 0 。6

9 6 , 7

1 0 0 . 0

8 0 。S

1 0 0 , 0

98.7 %

100.0

100。 0

100.0

96.8

100,0

96.4

100。 0

100,0

100.0

100.0

95,0*%

1 7 .

1 8 .

0

2 0 . 0

0

5 . 0

2 0 . 0

6 . 3

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

9 5 . 0

9 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 , 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 3 . 雫石 町 御 明 神

1 4 .  〃 小 岩 井

1 5 . 〃   西 山

1 6 . 〃   西 根

土 橋

山津 田

1 9 . 湯田町  下 前

2 0 。滝沢村  農 試

図-1 カ ーバメ
ート系投虫剤ll_t

抗1生イネクピポソハムシ発

生確認地域(1000)

凡例 ●  薬 測感受性低下

1離18養封決 下
傾向

注)宮 古市花輸・花泉町金沢は

日本特殊股英 (株)1989年

評1査.

1 ～1 2 は成 虫 に対 す る局 所施 用 ( P l l C 5 0 0 p p は, P M P

5 0 0 p p m ) ,  1 3 ～2 0 及 び 1 の 承は葉 面 浸演法 ( P

H C 1 5 S p p m , カルタッフ
・
3 2 p p 耐) に よ る調 査,

首≧力す山奇
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